
が廃止されたため職員が看護・介護をする体制
に切り替えたが、人件費がアップ。有床診としての
経営が厳しくなったことから、97年に無床診に転
換。同時にデイケアセンターをクリニック内に開設し
て在宅医療を手掛け始めた。2000年の介護保険
法施行とともに訪問介護ステーションと2番目のデイ
ケアセンターを開設し、在宅医療を本格化した。
　クローバークリニックは12年に機能強化型在宅
療養支援診療所の指定を受け、現在、常勤医4人、
非常勤医10人を配置し、24時間・365日体制で
約600人の在宅患者を診るまでになった。この間、

神奈川・湘南地域に27年にわたり地域密着
型の医療・在宅医療を展開している医療

法人篠原湘南クリニックグループ。在宅医療のバッ
クベッド機能と急性期病院からの患者受け入れの
役割を担っているのが、2004年に開院したクロー
バーホスピタルだ。
　クローバーホスピタルも同法人が在宅医療を広
げる中から誕生した。これまでの経緯を振り返って
みよう。篠原裕希理事長は1988年に19床の有床
診療所「篠原湘南クリニック」（現・クローバークリニ
ック）を開院。その後、入院中の付き添い婦制度

り多い人員を確保しています。また、病院負担で
誤嚥性肺炎の予防を含めて口腔ケアサービスも行
っており、『口の中をこんなにきれいにしてもらった
のは初めて』と患者さまから感謝されています」と篠
原理事長。
　国が推進する地域包括ケアシステムの今後の展
開をにらみ、今年11月にはリハビリに特化した介
護老人保健施設を開設する予定で、「入院→リハ
→在宅」という流れがスムーズになる。「地域に密
着した“入院のできる在宅医療”“医療のある介護”
の実践」という法人理念が完成形に近づいている。

篠原理事長は高齢者の在宅患者が急性憎悪した
際の受け入れ先病院の不足を痛感、自ら病院開
設を決意し、高齢者医療・終末期医療に特化し
たクローバーホスピタルの開院に至った。
　当初は医療療養病棟と介護療養病棟からスター
トしたが、医療政策の流れを見ながら、介護療養
病棟を廃止したり回復期リハビリ病棟や地域包括
ケア病棟へ転換したりした。12年には機能強化型
在宅療養支援病院の指定を受けた。
　「医療だけでなく、患者さまの退院後の生活を
見据えて、看護職や介護職などのスタッフは基準よ

患者と医療従事者に優しい病院環境をつくる

湘南らしく開放的でモダンなデザインの外観　

リハ室の一角には日常生活と同様のリハができる
和室や台所も

グループの在宅医療の拠点、クローバークリニックシャワーキャリーごと入れる大浴場

インテリアも含め白を基調にした待合
元外科医で、介護保険スタート時のケアマネジャー
第1期生でもある篠原理事長

126 （神奈川県藤沢市）

湘南にある入院できる在宅と医療のある介護
クローバーホスピタル

十分なスタッフがそろったリハビリテーション室
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